
























































































































































































































































































































として再認できるのはどうしてか、という問題であろう。たとえば、完全 5度音程を、C - G に
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ラッハマンは考えているわけである。同時音の実践 ─「実験」ではない ─ からの発見もありうるが、
たとえば古代ギリシアの音楽における同時音の実際についてさえ、不明な点が多い。
22） 「声楽」限定であるべき理由は述べられないが、鍵盤楽器の場合、前述のように、「不確かなまま音を
探る」ということは意味をなさない。また、近隣性に明証を与えるかにみえるヴェッダは、楽器をも
たない、ということとも関連しうる。
